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井尾クリニックは2008年3月「立川在宅ケアクリ＝ツタ」に生まれ賓わります。   

志ざh¶’‾珊γt一 ．・、▼Jしり・こ＿ト⊥   而二（・いうま均の円仁てし．た．．年悍つ・」ニノシー才2〔）CCてI？月l」花宅れ■くど人  

ケアを主に凝博する在盲良崎守戸－うの；2頂執として／くクートしました、軋雑  

珠、巧に迂り高遠も葦などすべての‾白岩ご岩鞘ま⊂通こしJ．こい」このこ揃響  

仁自宅環貫の思考こ／し‘こ援用ケア杢眠牒しこきまLJこし8柱間の間に  

】D00人を遣える岩壱ごんを自宅や頒扁貨ご看取－）てき渡しノた一≒祝に比べ  

巧†tlこ】栗ノじし2006年‘1月には川宅香寺茸だ己芳頂所jの制度びスクートし一  

存宅伸轟の恕薫こてんな24ロ1琴3とぅ5日胃守る喜告療所付会蘭に乱呈し’「「番  

り諾す＿ま／こ20〔〕／年・順にl⊥鳥、ん封声串本法ノ山て酒手二；さ11．中に■対照菅牒  

の半開かう仁〕緩和ウニ・・ノの必蔓ri．巨性癖売の支援などが盛り込才nrい宗  

す．こ1－1ひら在宅抜取よます言す重要になってききすコ   

8草間てE詫しユ亡ぎたこJ■は了1握力の囁下ですJこのたび．警尋あ」て3誓昌浬て  

の高齢ポ昌⊇作モ¢1附こシリニノンな移すことになlつ託しノに．．こnセ㈲」宅  

椋11†互：り打宅1フックリ■‘・・．・ク」と巽雪いたします（涌院でもない．ホ．スビス  

ぐtjない、施㌻史でらなし1日う上の部屋で凋こ言†れる思考さんに訪問で圧砕、黄  

渡．介乳今rホ、入≡：うなど■年程1資しLいと考えrい弄す，  

麻酔科  

内 科   

緩和ケア   

・癌・難病なとで自宅で療蓋中の方   

・脳卒中などの後遺症で濡たきりになった方  

●認知症などが進行し堤たきりになった方  

●足・膵が不日由で通院わく困難な万  

立川市・昭島市・東大和市・国立市t国分寺市   

武蔵村山市・福生市・羽村而・瑞穂町   

（府中市・八王子市・小平市・あきる野市の一部）  

その他の地域はご相談ください。  

■ヽ亡▲い3つ            ZO07年昏のこ挨拶にかえて  

川い主 毎川1蔦II   

J川に鵜ち†2r＝1h中座が虹－】l．銀子・，1・′一ニヒ㌢ん／（1ノ：⊂横謝し、Ilい▼てうかゴバ卯∴べl〉り．∵し  
■い誓裾■一と沌絹＝lきと「そぎ臼て（IたJごさ圭■「一J■t’こイ∫′ ノ・こ・‘∫ニご【・ミした．：ま0n T；ミ・生：；・l・に三て．∴く．二こ・．  
∵・iろ：三小＝て‾j∴ ′が覧上モ．隋ILJI＝乞楼、二日lJ㌢h描いしま勺。   

i■‾∵トニrl‾リ ■】＝＝、ご川．二′＝・こトIl＝H∴イl拍は旬拍」＝・古川・l‡よ（こ机】  
」こさよし／二．鯛lまノ．場；ユ．軸1一面7鰯，ていろ〔l刑／。f，：二上・しも大切な彊はH．「．頼ぎ】小．1二・L′くtヾ心血壬  
も・11t、またそれぞ†Lの他たl一項・二て∵－古里1｝ ′～lL・ド．†購ilカlう多く日朝於をも・らこ・‾£した一   
F」「■料ち乍細l‘二は「右前紬Jr射・れ拍」狛‘集れTL′二．昭け．・舶偏れ■如拙心耳＝諭 r凱さ  
て扁t如．ある美．モ．抽をこ「＼止した名姉t詩魂揖jlよした．■ll●末で、lユごか：のl．両雄止索梅で寸．I血▼シ  
泡ント酎（な上に†jl．て肘Iこ1・兢例亡れ－ご冊ほ票’l】∴  
1潮fされたHし扁一にLq適て直さkI鉦はも再細  
「現さて■lユゴ1トl’六名．軋拍．i．如竹前恒・二・け′ユニ＝  
一拍山一紺ほ献立寸るため．：運動√、ヒ∫・川イーき択・：  
∴ヒ．いよ、琉吾・独和・i王女主∨ノ1′1・トニ．払．ミ取掛、  

．．．．．．，。．▼り′＿．，‥ ▲．＿．．L ＿。．． －JJJ．  点正生療血ンタ」抑  

さ＿さ   こ丘夢サ蘭こアJ封′  

ご・・・助由■  ？tご：別封告・‡ろた勇1こIl、判IJれ旭・し・帝正吾か抽．でIr長   

r榊け「叫 瞞蕾缶靭きムで」l填軋こ÷．1∴（結．、  

ッーは．軒：1Jがあもことモ埋両に人として′トきる相場lモ  

jた．即州杵てl∴誹＝正副血施．こしぺ－㌢－  

◎β脚 ＋   
什打≠．乍体験ぶをご利用下さい  

・基本的々・i．ん【iI】．∀．かそろえてあり、自、・rlミ；．セリ州担  

体験できる1繊を舶l八してし・壬・γ▼ll緑雨Ill‖  

・痢如血にあたりて広由和正南山．：Lて、＝別  

プログラムモ餌んナごり＿I’1止’＝宵のイメージ々ど．  

とつ■カウンセラー がお手（云いし芸す  

◎ノ㌢劇 ＋   

研別の介肋アラン．ハ、パ′く－▼派遣サ【華川i〃J招介や若栖々ヒ■亭   

主ざ妄存介助lこつt・てのご棚失にヒアカウンセラーーがけl持し   

ていま寸 介助が必軌こ七ったノに′血裁卜きい   

◎J野禽ガ広ニシステム ＋   
義急場に介助が．と．塾た加・．flらセンターと一助こ考えけ・一   

ヒスモ作るンス千ムて∫ ごIり別になりたい／〃Ll！トナ丈ほ   

部門にお聞愴・せ．岬込みドさい  

◎属官杏βフ人の′「クー看／欝必占，露揮 ＋   
降筈引キつ人が地l成の中‾ぐ、パワフルりL箕）にいきいきと生   

きろために  
・ヒ7カウンセリング〃一躍供   

■目立′1三青石7∪ゲラ⊥グl鮎川   

・l畠〃11i石動   

センターのi舟軌下へ′レく一乗虚東夷両の溝助二縛祁当・Iりi   

の亘嘲づ他力Lてmきil・t？．Ⅷ如鳩Ⅵの〟りえ珊l治  

せくだ．亨い㌧ 〉   

・ゴヰ椚賞グルー7テ．Ⅵ掛りサポート  

ニ1扁甘1・l沌グル 丁のサネートそしていまナ  

fJ充分ヒミミ．ti壬てりしが．■璧・L・‾♪jl「：l・雲■一㌻．ては い  

1．定期的に医師、看護師が訪問し診療、看護にあたりますL．  

2．緊急の場合24時間365日いつでも医師、看護師が訪問します。  

3．入院が必要と判断した場合入院先の確保をいたします。  

4．こ希望であれば配達する調剤薬局からお薬もお届lナします．  

たt．1か再恒也れ、いJ、癒合こト，て．・らげご▼よ・う小 ∴亡J‘ 

．㌔■の／、．．て〔ども長々’ごi■ t’1甘た㌧炉受・「ここり二痛■  

なくてほ烏l）ちい土．思ll三1．∴1在土い－－〉土類しく闘二  

ん．ri－tゞさそ萎え匂な．ゝは、Itいノ叫lうト叫j土／∫人肌軋・⊥  
し上うかソ ニ√・J：▼‾＝二したら．・iへこいノ＼肴l大明にご才  

il摘沌劇崩していさたい上巴いよ寸．・・－なさん11人lカに  

き漣崩錨嘘  
画廊鱒坤や甲痛に主する慮叛†摘   
に吋し、作用縫経き舌動そ†fってい壬す．また、胞講   

如元料こ由すろ料庇の如ミに緑†、迎動に仲川  
んてい圭‾一  

望）β脇似んd仏、メン声ナ招  
Il痛t？舌用具、電動t手跡1満子．孤剣・∴ファーな   

どの穐確融通畠の托し11＝．ノンテナンスを子∫1   

診療を始めるには計画をたてる必要があります。  
己予約の上でこ相談においでくださいJ  

〔       用   水 木 】 十 日   】 9      毒Ⅰ   訪 癌  
ロ多脚市モル‾ル「馴七軌 

歩6分  

口語要語ル‾ル「玉‖止水」よ芸摘  
草肯芦椚モノレール「山」附こ」↓り「モブ川ヒ謁」′【で7ガ  

l．1r〉Jニ）51・lら96」l  

L－‾1日‖p／ノし●ハり、．リーヱし・L＝‖lr：しOl＝  

ていま寸．  

ご・・・■血l麻   

姑苫虐のむ郵二一8塑な行I納膜、   
柄創の劇加．職印収付与と公l軋」l   
と榊ふ長左ヒ’と＝「ていミ■F  

1．診原情報提供畏 2．レントゲン写良・Cr・MRll病院で貸し出ししてもらえます∵  

3．睡頚データ 4．病歴のメモ 5他康侃隈証  

予約・受付ト  

＿ロノ／／市摩．だ雷ぎ  

靂 1・、ト；ユ廿二‘㌻T’誓  個障害者地墟自立生活支援センター（鳩祉ホットライン）  

lり‘Hi年＝り‖現地 身体陪苫葛ク）地域で〝J11夏作I舌と社告寧加をr】飢にIIJとくそけ切に．†符淑  
提供・IH上製薫I方そ†Jつて＝ま■㌻、二の識ITでり．ヒT・カウンセリング、il克■h店7ログラム  

〝J採択、也仙抑11！、Ii車斤の女I凛などちt’1支ぇは部門と迅頗し、持ってい去■き、   

′◎l導写壱就労支嬢事業  

2001咋11川和始 蹄苫βの・朗純分の拡人と．安心して触き詫l†ち寸ころた鋸こ．就労とt溝  
を イ事的に友招し主1、収骨、生活lこ間▼I■ろ榊旅、横澤し．電軒の寸ホート字けってい」巨J  
（、〃l伸張l軋れ以Lの人が川用できf寸〉   

喝9地域生酒更耀ヒッター【パティオ】  

ZりUlヰl‖トl開始 精神障■甘出け侶．I友ほ、Il帝血州l純一、ヴノ耕Lこ．地域莞沈克と－そんこ小一、  
日立■比企参加をU舟TLてい芸す．都でち甘け川l◆j両のオー丁ニ′スヘー▲スを博J没し、夕食  
■ト・ビニ．tl．Tロブラム々rJ、′お施してl■毒づ  

55  
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t トrlIけ j′，l一  

括巾．£人Iりソl丘拍㌫  

立‖在宅ケアサりニーウ  
lりl事h一っIl∴ γ  

1r  巨rl  ◆1く ‾’′．  L↓  ∴11≡1  

ぉ覇道年下コL．・・柑芸∪亨 tE読軌捌虹F・・、い′ ；付いこ亡声お桂きしこ栃 す引こ自で椚書中の誉笥  
‘ヽんし；呈ID▼李／ご入局咋の  

：た葛．十んl㌫凰醗日に現胞  

の託零柁l：い子す．  

習竜．！んr」■亡一鰐lこJ′堵l．iし 間の平定をた〔鼻す  

ゎJlんい叫合†畏こ雷隈だけ  

⊂I占I代て尋 

りさへく訂使丁浮ほ宮Jイ沌  

T1日わーnqU2  

先高啓三一＝Ⅷ幸声15－7l－16 コンノゴ－ト ノラソツ呵l帽  

T∈LO‘12－53Jq－696」】「射＝ンほ－53∠ト6965  

54  
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プログラム  

1．開会挨拶  

（社）東京都薬剤師会会長 伊 賀 光 政  

2．シンポジウム  

座長 東京都多摩立川保健所所長 赤 地  保先′卜  

第1部 講 演  

l．「在宅医療の広場から」  

立川在宅ケアクリニノク院長 井 尾 和 雄先隼  

2．「在宅歯科医療の立場から」  

大川歯科医院院長 人 川 進 也先／仁  

3．「訪問薬剤管理の立場から」  

ふくしま安居賓局長 ′ト 騰 良 美光隼  

4．「訪問着孜の立場から1  

訪問着請ステーションいちいの杜所長 宇l¶川 同 封先月ミ  

第2部 パネルディスカッション  

パネラー：第1部隠者並びに  

NPO法人自立支確センター立川理事長 奥 山・柴 月比  

3．閉会挨拶  

（社）東京都薬剤師会北多摩支部支部長／ト 川 光  

平成20年3月8日（土）19時  

立川市女性総合センター  

「アイム」ホール  

主催  

（社）東京都薬剤師会  

東京都薬剤師会北多摩支部  

ijG 57  
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厚生労働省モデル事業について  

（平成19年度医薬分業計幽等策定事業）  

1 日 的   

医療法や薬事法の改正により、薬局が医療浣供施設として明確に位置つけられ、在宅医  

療推進の郡点から張剤業務の一部を居宅で行える等、薬局の機能が強化されまし／こ．   

今後は、都道府闇で策定される医療計画に基づき、薬局力i必要な役割を某たすことが求   

められてい京す。   

本事業は、薬局が担う役割等について、地域の実情に即した検討等を行い、今後の医療  

機能連携や布宅医療推進に向けた取組の参考とdること奇巨的としていま⇒。  

2 事業内容   

臨のテーマに沿って、医師、薬剤師、巾民等による討詣、シンポジリムの開催、住民ア   

ンケートの稟請等、具体輿な取組を実施し報告書に訝とめる。   

くテーマニ＞  

・こ▼）医薬分兼計曲モデル   

（医薬分兼の賢を向上させる只体殉な取締について検岩J）  

・こ〕薬局関連医療計画モデル   

（∠l疾病5部某を中心にした、医療機能連携や在宅医療掩進のための票隼的な取組につ   

いて横言寸）  

地域医療連携体制と薬局（イメージ）   
医離間完長里医結か卓也域完裏型医應へ  

日常医療曜‡  
患者が必要とする医療がほ  
ぼ完結する師域  
現行の三次医鯛に近いが  

疾病や地軌こよっては異な  
ることもある  

住民・患者  、かり‾．）け禁則鞘   
l棄J⇒）  

ヽ・・・ －・．．…．．．一＿－－・・■・  

3 事業実施   

礼団法人兼房都薬剤帥会が東京都の委託を受け、同会北多摩支那（立川市、昭島市、起   

立市、東大奉］市、武蔵刺山市の各市薬剤師会所比）をモデル鮎区として美術する．  

核と左る  
医療機関  

かかりつり医  

悼輔ぢ匡抒機関ほ軌道府  
県を違えた達‡員が必要  

餌計iの翼孤l．r罫こ鴨丁ち宛一食持出8典師】  

58  59  
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シンポジウム（パネルデイスカッション）  

在宅医療の立場から  
∴「雫熟鰍∈求められる地域医療連携」  

～他職種との連携の始め方～  

座 長  

棄京都多摩立川保健所戸斤良 赤穂 保先生  立川在宅ケアクリニック院長  

井尾 和雄先生  

60  61  
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在宅での病取り  ■龍ケγQ暮■  

正M住専ケアウり＝▼ウ   

．n†I縛ヤりニ．ワ  

Rl【¶■   

‡00事．コ．亭  

日本Q現状  

†  

日華の轡人口、出生吼 死亡取句撫挿．  
托遭瓜の人口堀中  平成I7年の死亡疇精構成割合  

■n  lO●】1サb∧  
i血  ■▲lJ】■人  

諸島杓  】8ゝll人  

■1■t■N    †ll▲′  

亡人稚互蚤柁    才一7■l′  

n℃  I】才†07人  
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巨  

ノり‖－■   

しこ二∴三！ニアユ∴Jl二；   

8ヰ人の死亡牡稚の推移  

伽■t＞■t t人■－▲ L■■●▲ご＝ミニ＝  

′⊥一冊   
、’ 

、」－→…  

葡亡4隋の構織比  
良轟・ア■りれ一打千ンサの埠q  

臨Iミ 晶ヂ占  わモ再 ■勾騨l青  
梅鳥  托亡I18  

日  ↑  ■1ヽ  】1 】む  ？】ヽ   

？′＝n l1 2ヱ・J卜 ilヽ   

→1：？ ＝、1い 

在宅や俺指での看取I一存Itや書   

手鑓18年4月  
庄犠●t繍拝劇作 
‡4時間】ムi8捧m宅で整式モ見守ら  
k電亡れ屯った亡空戦鞄1鳳軋柑乃月  
給托亡のfれIrも加耳骨許諾  
琴月‖甘＃」月  

〃ん粥■■岬ぎi飴毒i  

早場けらの■叩ケP．抜毛℃のず環モ類綱  

［‾二鋼こ芸違和雄先⊥  

l談〕2年生詳小   

熊広粟三種宣布軽   
口茶大≠菟梧学部写真学テら   

帝京大字貢宇部   

雫京大手稿払寺：何弘一相   

匡正王子病院園断割   

ノ」1トレディスク∵ニノウ頼酔科   

ま圭＝「ウ・∃真弓ケアウ」二・シウ 院昌  

】．l．＿童 ⇒二年クしJ■・．ソクこ  

詞ト・－－一一一川－・・…・－一▲－▲－－－・・－－－－・－－  

鎖拭で功書取りの過程  

Ir呼しだ欄同州川‖h†」師ヒ り嵐剛  
上白宅モはtlけ■月亡け明凡《伊   

nt●サ■ユ  
lれよ■のftさて員囁へIt遽   

嶋■鐸止址凱卸劃射‖用紙」用  
▲■犠へq■   

拙かH‖用抄ありJと人ビく卓什島 〃；！■  

嘩喰Ⅶ迫．血圧悠下．象遥‡何条で詞書  

痛罵での●取りの過積っっ亡  

A二れ一円繹甘さにゆれ管用神威人工岬■  

は 心iマーサージ  

ぐ一脚♯檀躍朝礼 亡Jlい雄I  
D は礪保  

E 網緻／りL・∴ンゞ欝  

■書け竹にいる問に  
ム1仁いう護√ノ出躍車 

承伏へ惰建時の替取Il  

鼠紗叫錮帥－ら  

碗桟へi貴ば代たこ王  
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峯粍の在宅ホスピス  

】つ1こ什Hこいる  

I．痺咽せ  
ヱ．樽た重り老人  
】．＋鍋  
壬符鯵農有仁羅巌であり  
邑朋卜t＝刑凱ほ錮購  
lⅢ仰自宅で僧職魯J  
た彷の応鑓温血とfえこilる   

当院の持河  

上 末鞘乃l人乃弓争い  

Z．在宅彗門であ香  
3．捕閻地巧か広い  

4．Z4時間・ユ心5日拝別  

なぜ在宅ホスピスを始めたか  
父の花  
井人の粍  
ホスピスt什り仁い  
8■中のオスヒス¢Rず  
ア〆りれの凡華  
厳○アンケート  
臣の書幅匂亡己ふ朋＃自宅にいたい  
■柁も鑓弔書ち》い・‥や◆こ力も什  

l 編幹事1扉こむいこい亡  

な宅ホスピスの渡れ  
＝師試用日でIl守♯亡人月－い缶  
Jここ什ご線弼一句○   
異相‘軌濾1け柑・嶋遥篭   
柑ぜ【研沌川場・（JLハー ケ了｝71   
ンサ・一 ㌧恵コ＝＝ス・インウ■一オート一   
■・亨巧シ・鮪鴫一打匂なと  
】電出こ句11愈わせ■暗色の手均  
41引I R18 智■nの午南中l鴫同▲－）  
～『白兵同 島8わ丑年白  
11棉nlb椚；I掛l郎引MドⅧ旺  

こんな死に方惇■だ、でも  

ス／＼ナ7ざィ広幅Il．  

人工咋疇8に繋げ凡ての托軋  
ハ付こモ欄圧  
キ＆も亡んび罵ぷP布け嶋七  
T■花暮■p■○人〝増えてい●．  
｛離も抽■■しこい手打  
Ⅵ娘した排♯℃緻■ご檜述した■8にIJ  
■■托惨管外ぢい．  

病院での最取りの過‡iっっ亡  

ぢ■タ；市 k与研一；薦 心言碍 ㍍7 ■j仔打  

J】 l．■・Iナノ■¢ 「l 〃IJl  

やてと暮■け■lす∩   

仁ヽしだヽ亡●けサ 
鴨1■い1月■11′1tl¶ll  

tI叫ヽ▲ I■ ■－ ヽ・▼ ヽ  

rIUJI R′M  

膚廿＝ンや十く■■●▲  
銭耳りrl・「く  

■れtlこ書亡い   

書古亡上馬tm．七人U 
■■｝■■■  

構内洋き榊  

犠け巾 芥i村山市 納入和細 櫨1司■   
関村ホ 屯月梢 円上削 色丹布巾   

8円ホ 立川滞  

】○市町 人口拘9三方き千人  
上向tQ仙■■i∧王すホ・小事ヰ  

■け山ホ・書■事  
■人口I，l汚万人  

在宅での看取り  
♯再々りニッタの看取り  

†  
軒数h鳩取詣  

ヒの有用亡柁亡嘩畏  

膏
 
■
■
∵
㍉
・
・
－
▲
・
‥
 

在宅ホスピス成功のポイント  

★朝Eの髄モヰベて湘青も  
】●人n■幕に疇l化いのn】暮疇じオる  

1指揮■て8七雪洞押さる行書鴎謹q与  
Iヱj■爪・；○さa天井ヰカごこtl云1D  
▲頓首最刑行わなIlコとn脱喝  

l嶋あ止虻・t几tニネ■l在りハ瑚朋  

■呼■臣■につIlて序書でモ十竹符薄で禁うこ   
と■絹九■  
★t■■手伝モ■書★■Q暮■  

声il，診る． 
慮三和さ青書  

員礪はしなIl．中心p箭椚は縄ら一  
斗〝■印しことEけ努では  
淳欄Ll丸林．擬†れ αの叫bを起こq，  
鋼牒＝）「い寸く  

r兼れ托1こ卸亡lト・・・  
－■●℡土應■nだもん蜘‥  
息正ぢ首し鯵甘い巧色相＃の亡ホに毎  
●けU鴨細則川和嗣立■用事でロから．  

痛訓さ環博しない   

Ⅷ缶を織職可るここに呵のE考古ぢい  
ん‘HンL．＿■和代ヰ魯仁け  

q討せとり．十月甘磯埠」本職七亡↓  
治蟻に鶉乳  
モ几ヒi出いIl■．Fモけ品番．  
■●¢■■■  
霹鞘〝事lし  

欄胡拙師‖川骨材肌用輪暮  

へ
壱
 
霜
V
 
 

q
 
嵐
 
 

●t■○■t■ ごTエー－－－・・・・・・  

■■偶■■■t  
■立ち t▼■に■■．  
111」輝t■●■t．  
；；i宗itコbゴロ■I  
◆人書1■しく鯵甘Il Jl  

嘩嶋田暮の対応   

肺瞳・隋転抒・吟成績疾悪の  
吟唱飴札のq合  

I自宅モもZl時間麒薫乃l   

使用でき呑  
】モJLヒネや座隕の佳円で呼喰芸   

佗鍼可綬  

幽鴨のスタサワ  

島津  4人 揃bJ∧†I耳輪I人 
疇汀il】人 賞hZ∧1I罵hI人）  
ケγ1りI人  
事掩  う人 蔦h一人】は恥！ん  
★うン7－PI人アロ7  

蝕鵬■れ嶋村卜即行、強くVfゝI紙用  
は■しだ構内6挿文子ーシ，ン粥偏怖以上  
は■した折口n樗一丁相J8拉巧†‘上  

在宅底欄は禦ごと移る函應  

電曹・★よも青仇亡在宅繊細ケア  
亡Ilうテーマで亡いうことでした  

■鋲で鯵彙書の－＃、才憂の・・一都  

し巾鯵てい甘い  
在宅量虞欄虻眉七月て牒く  
との■モ生活すも椰金轡薗拝も  
こ亡になさ・・・宥こと作る蕗療  

在宅餌仁は鰐の違Il   

在宅直情仁は環輩㌔二の！ごγ一に  

声り定凋粥に沌脛1し呈；帰日る   

往路亡持帰備の求仇に応んこ  
l即き巧し象写箭す奇  

当罵の在宅医療二在宅ホスヒス  

rt■F腐循  

－√i■才：Iストフ  

（i篭．ホ叉ヒスナ‘Jl   

†rと考I雪Iロナ7   

りtlブイ＜丁くニケ瑞相ケアをェ打たrIこ   

仁’ぢそ貯   
J長一て■’IZO（）0 エ ア7  

■lⅦ脚・＝ ．一′ 貫：ニ・抽叫伽、；1■吋   
●れ一口Il■■．■■  

7月■に■■．ttq■  

鐸、t■○■■に■1  

●■■ガ■ろ．  

111 10  
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ケγ  

今陣の全皿での壌覇  

王ヰ■■】●，d在■●●tt▲ていく亡ホに■  

I）I抑■  
三上巧■●▲  

】】闘のモ義．さ欄．；l疇附鳩  
▲）虻■介■  

与）属■■叩■  
■1比■り八ヒり  

職脚雫  

今－せ磨っていること  

Z■l引■】b58陣岬のオ■tlのたゎに  

】和t曹掛野腰楕  

三脚ホス干－シ▲ン  

I王1岬剛卿耶相川■稚  

合方暮♭遭人で亡だけ  
モ几ヒ手中椚やⅤ鳥疇a  

21月閲し 榊月岡膚周囲■しい  

年膚刑t取Il量せ取  零急用の生需  

・アン轟■サ IIO■○）▲■   

・ ポ几■レン ほ○■l■〉 ■■   

・ ナ●ゼりンl▲○■l■〉 ■■   

・ ●イ下ヽ1 flO血○）1■   

・tトシ巾↓■シ  1■  

王000 ■  2｝人   

之○【lI書  ■○人   
i00；I繹  90人  

ZO（lコ ■  IJJ人   

事00● ■    II了 ＜  
王00さ ■  －℡■ 人  

200▲ 竃  l血▲ 人  

ヌ○叩 暮川1＝I  さよ人  

13  
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平成ほ年∬線棚■改定ご   
在宅監慮鯵鐘も辞書亡れた  
11㍍‖欄順けIl搾舞祝古生陣こIJ  
l†も‾亡の引皇下け  

王口篭僧t曹■持膿楕の■拇   

ヱ4埼闇】古着智l十引阻講彦た柑牒帯川   
代書柑霹し ごl吟唱モ1；－や持Ⅷ溜り   
堤招nl可耗な博昭毛確頸寸る  

）セ；；川1山il線描仁刊．押○虞へ  
くI雪芭な仁で∂相鋲の：1モ笥；†繊Ilト、  

書取り経書i亨頗8取   畠亀ベスト10  ＼がん村瀬基手法■‘1作▲■旧仰  

■十】ヽ■ け九1■の■t姐¢l■（a■簾■上  

ul＝ノけ－パ汀丹．仲■！Jβ．ヽT市、，！∫tく11し   

しこ疇併有q止Iヨを邑円仁■○凰■が号．軌け  

・、▼■叩こり†＝1う∫▼1にイう．：上 代電じlく   

Llこnりl量1‖こHし仇＝相川闇■イカこれ   

し■l】Illan陣中‖‖甘心寸石こJ．諷めL言事㌫  

lJ巧4eJlリ‖行雄tlむ吊十IIFlブi上   

にワオる拓けl「q尺寸可疇∫Ibここ 王‾吋   

ン・リリl咋J【l噌ち1れl；lエ沖？jナ1．」■’ざホ   

に∠℡lタ簑竃孝二Ilrう鞄仁拝も  

l付 ■l覆 ！才l人 血つl干弔電 37人   

Zは 珂 書l09人 7G 鮮貸柁 ュ●′．   

】け ★■■  されL】い壬 罰L 餞コ‖人   

▲佗 肘F胃  ●さ人 中乍 ■よ蹟 才～人   

51た航＋礪  ●さ人109 t韻捜 王】∧   

I凋一々千慮   l04人 14 ロ㍉  

】1－1I・り▲■  rll人  1h lヽ   

卜Jト ユ～ji子薫  ヱJヾ人  ヱリ さ、  

J，ll ♪－Jl一員   い′人 IJ、＆  

｛・、「＝lt  lこり、  ’フ 鳥  

会    計    TヰJ人  ；〇∂  

付ん対策蔓■iiに消する何事浪璃   

十ニ ■柑ケアにつIlこ臥 〝九1靡   
の生iまの買電礪■■1‖ヒ麟．㈹ケ   

アに用寸○書n的ぢIn■及び托艦書  
簡亨●丘■従事書の打席にⅥ虻座虻   
こも⊂、島宅や楕那に椚Ilこも．適   

切な虚■や■椰ケア鴨tけ■ことけ   
こき与件蠣の王■珂わ尋こ亡，  

仁うする7丁  

や取るのlさ飯蛸だ什？   

在宅欄川H＝1日ンヤー柑皿tけ明朝沌‖＝  
直l寧〝】tえぢけれ紹亡うd香？  

Gて薫やJ痛大グl琵葺けIモ亡ii艶  
既定亡れた域内8J騨ミニ札こH牒＝り朝て1う  
翫持〝欄牒‘TPちれ丁；lる亡しだー椚毘・ホけ  
鼠18サーー ニナ八．‥だ疇ちり㌃lサボ～‾匂う  

ア〆りnご憶司闇摘一肌〝あ魯  

在宅艦■t丑の暮   

在宅欄tま書げさチ斤のゑ濃な1－1b  

lな宅■¶ケ？Ⅵ欄間傭下由」■≠  

I」腋t■相ケγq曹廿〝止■  

I ■tりの■】■ClゼLli鯛（a■加  

■t■■t■bンサー員■■  

死亡鯵■暮均1■  
■tlI■■■  

l●■しrlt■l．rll■■■■  

∫ と坤●け■qt¶てし亡仁■■J，M■し  

∫ ■舶■qtntdいと■什  

に●nで●●qで■●．【■■■‡○▲．21■〉  

コ010柵l■し．β■◆∩暮■〝tJ仲之▲冊   

立舟⊂竃tしE■す⊂貴け■■托亡■■■CついrlJエ   

ロtlI亡■V11 

つ■ll．t桝IJ■■■月■：t亡しモ■雷  

上t陣Il書●■●■■して十●亮亡ii●  

◆Il行●●こと■で亡●○℡■●．  

ZOOム年庫の揮槻鷲象注ま写  

I7司から靂‡88持さこG再；；  
IIbflnほ汀niあ．L  

重削り80月  
は エ5コふ省   

l動こん亡」a電は月払こホおJJl  
績抹コントローIL阻覇．挿たの毘敬   
指取11こ惇法J長か止守こ恭一ノた  

Z一時間Jb，8体軌lさ不可欠  

Z4鴫鋤姑58㈱膝不Ⅵ穴   
什ホけ■¢幹事■モー椚   
け■停電パ▼々チャつ寸も   
欄弛■  

住宅鰐欄一変揮bンヤーの柁慮   

JO万～～○万人エI■冊  

王●■■J058■■伺t■  

†■杓し亡嘗轟抄q●書へのprれ一に■i  

t州・韓日鮒伊代け）  

■■・q■・嶋■伺■■畑■臥■貞  

▼亡E■■暮，lつ鯵■糟中んに攣ったり  
帆世川嶋■ヮて戚■してい＜．  

さ亡仇：これが訴かしいJJ  

⊂：■■暮凸爪t l人●【J▲  佃●t▲ユニ＿ここ  

．＿・→＝  

＼一－、＿＿－＝川  

ヱ4絶間3bら8の体制せ亡うヰるか  

搾取の庭師が必守  

l在宅軍門皇；鎖拍  

ヱ ～貫崎戸行同士にさろ過偶  

持運方式．品明方式  

15  14  
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これ力11翳煙  

鵬lッ  豆．軒－．Ill‾ホ寧Il訴r†  

㍍  キ；亡T】言  

乙1 オ  ll   】       ｝J  

アメリr  ■Iヽ  ヱ2ヽ  j！■b lつヽ  

オうンワ Jさ1 J；ヽ 】lヽ  才きヽ  

自宅での看取り騎の鐸専  

任電柵●1積II■稚の■爬  

l年齢■Rり雷電打倒■需  
穐轟瞳■J0011‖〃け黒川卜  
食餌由07丁7Q和■t欄や¶椚挿け用  
事■川叫1膏舟巧仁‖卑何  

食呂lで1富宅乾 r万一J7ヱ人  

さ屯    一行17‡l人  
職一瞥■  51▲一人   

在宅歯科医療の立場から  

在宅寺門の捗瘡所乃l鍵  

t書炸愉粍け少なくこt■モLl準け轟Ilヽ布  
れ■ll▲人JO人uJt■■●■■l●■  
】破轟Il●中り卵．0∧亡ト「ワ  

▼＃lI川∧！○人且上t●●●九柁Il■刃   

■敵1I攣下館Q嶋■こ臨書ml■和〝小なtl  

耶札仰の轟ll事覇1■．■■にも  
Illl■●付■Mn■血〃  
㈹てq■■りq■⊂｝○  

在宅書円の打席所押健  

一■ド■職rl少びくrt●れり訂飢裾】地方  
轟■ ●1●人 加人山上t●■さ■線 引■♪  
I紘繚▲り●tll瞥l．1人∈トヽつ  

■泉 ▲引●人 才l人駄上■●t●■坤」‖■皿   

tれり讐下糟の鯛に伊■nl†■耶付少Vtl  

『l■tm■■■汀膚11▲いt■■ ■■⊂t  
H妬■●汀」■嬬の■血〝  
す宅でQ｛ttl¢■にV書  

寮でのせ取り点佑発作   

te取る人力Iilるご亡   

宗族・迅メ．・へ～い＼－  

りE亡確認の匝牌乃lしlうこ亡  

最期のつ烏⊂ト  

いつモモ．重訂＝Iにいく  

五指餞蔦汚己苛亡弄さ管こエンせJレナ？  

祖篭  
兢浩  
一間宕に才1花  

好調t！呑り乃l亡うごゴい季しだJ   

嘗  

東大和市 大川歯科医院院長  

大川 延也先生  
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在宅医療   

なんらかの障言と共存」ながらの建議檀柑、つより  
日常生活峻能のIl沖．向上、そしてQOLの向上きめ  
ざしていくことにあり．今後の地域匡撮の桂としてさら  
なる充実が期挿されてし＼る：   

在宅歯科医痺   

そのなかでの在宅絶叫伍債は声£布さんの食べるロ，  
食べる棚艇を風位することを8楕としていふ  

地域医療連携  
～他モ敵手亜との連携の始め方－  

平成20年3月8∈】（土て  

褒大和市闇黒 大川は也  

口腔ケアとは   

一喝める歯   
（入れ歯）  

（口腔i胃措  

こ口腔疾曳の予防、娯唖性肺炎の予防）  

【口軽リハビリテーション   
：：食べられるロづくり）  

こ九ら三色一休で食を中心に考え支1月すること  

醤こ僅F，き  

大川 延地 先二L  
R訓l02汀 東京追l」二大二宇 戸睾  

忙・l一宇 補甥芋葦3謎】て 7・、吊 碩玩査l耳叫1）  

l転廿臣臼≒．≡日工iL 中京占㌣束メ′▲丁了にし二刷芋  

・凍点前組付l仰也i一‖完師云去声1  

仏洪而＋捌藤式亭乱生L帥事、訪問滞＝冶樗々芋．  

空ヶl＿〔巾 異≠；八子光三tl二蜘事、□堤ケアl．り＝ノし＝㌢プ‡ニ  

ーで一抑卸邪厨宜け滝∴甘酢甘・梓煽  

領仁ー〉 －－【－←【－一一一一一一一－▲－・一】¶－一一一一  

19  18  

72  73   

－299－  －298－  



食べられない人とは？   

丹うがいをするとむせてし言う ごi研書ほ研洞  
鐘う享く飲み込めない  

口から食べることの意味  

丘べることIJ．食礪の誘戦  
QOLを疇押したり其のたしメナる   

，良ペJこしlといぅ見積生さる蚤軟き茶める）  
一 捧管曳樫を三き先化すち  
一 囁き桝漱Tか視文．九t．杜t、相椚．瓶何）  
・繁夫が良くなり，元気になる  

亡 霞加と－檜に嚢■を則しのる  

介櫨℡●零滋lさか用㌧の介托スクッフ・の介Ⅷ童歌が向上する   

ノIんな－けに元気にな51l  

ほとんどの方が菓を服用  

唆下粗富がある場合どうしているのか？  

ゼリーをコーティング   
形状を変える粉砕）  

†切除・冊封ができない医蒸品  

一医薬品の粉砕時の同姓点  

q投棄時の間当   

節易摺濁法   

チューブ常葉では粉砕による多くの間地点が   
持戒または解消される  

鰻口腔清掃   

口腔疾患の予防  

誤喋性肺炎の予防  

韻がなくて噛めない  
曲が痛くて噛めない  
食欲がない  
好きなものは食べるが  
嫌いなものは食べなし  

こ 鯵★性岨鴨導電  

だから きざみ食、とろみ食．胃ろう？  

安心・安全な瞭下をするために  

「口腔ケアJ  

・装具としてのれ憫・頑 （由村医の役割）  

・食べられる口づくり  
れ誤堵性肺炎の予防 ：他取繕・貰族の力  

「ロ」を見てください  

r食べか軟みこむ」中心に連携を！  

患者さんのよろこびは我がよろこび‥   

元気と  

やる気と  

勇気を  
与えてくれる  

《ありがとう》  

弼口腔リハビリ  
食べられるロづくり  

職噛める歯（入れ歯）  

モアフランによる  

口腔ケア・リハビリ・咄亘貞ケア  
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訪問薬剤管理の立場から  

r▲こ畏還良美光二L 】＿」＿  

19／臼狂3J≒ 」こ里人宇薬宇摩卒業  

197日隼1，巨 医ヌ寅法人社団 堰土会入】胤  

1F〉94年已う巨 川或†割甘仝直入手1  

甥在 1L．くしま棄笥 餐局長  

■－－1一・・一一－－ －・一・l＝・－－l・－・  

昭島市 ふくしま薬局薬局長  

小鷹 良美先生  
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症例①  

鮒代 り川三  

宿も；認知症、洞不全症幌群（ペースメーカー）、発作性心房珊動  

独．譜あ‡】、夜l出】l甘食  

処■〟；ワーーファリン  

ワソラン他  

アごEバン  

典JJからの提案；  

＜アモバンの必要性＞  

1曙関眠るのが梢 ▲杯  

効きはじめにふらつく  

妓l町おきて僻ドに随りることあり、虹倒心配  

カンファレンス後の処〟；  

ワーフアリン  

リソラン他  

テリぺケンR  

処’〟変更後の様子  

夜l臼j起きる同数減った   

症例②  

70代 女性  

病㌢．；た打首練イ†、市況管結成、他  

全介助、H婁  

処方；ラコール  

インクレミンシロップ、他  

薬局からの堤案  

＜帰脾湯の投′人クランベリージュー㍉ス．＞  

カンファレンス後の処カ  

ラコ・－7レ  

インクレミンシIJップ  

相甘減、他  

クラン〈ミリージュース  

処■〟変更後の様子  

棉抑揚投写・川ナノl後、インクレミンシロップ中止  

紫バック症候郡改二渾  

在宅患者訪問薬剤管理指導  

ふくしま宰局 小 鷹 良 美   

在宅であっても、そこで掟供されるl矢蝶はその患者さんにとって卜分なl矢  

療であることが望ましい。しかし、在宅で医療を行なう場合、設備や環境が  

十分とはいえない。また、病院のように行き届いた診療、看悲が行なわれる  

とは限らない。 在宅医療は、患者様が中心となって在宅で行なう医療であ   

ー）、医師、薬剤師、看護師、ヘルパー、ケアマネージャー、家族などが一体  

となりサポートする医療であると考える。それを行なううえで、情報を共有  

し、職確聞での連携をどのようにとるかが重要になってくる。   

今回、ふくしま基局で行なってきた、訪問管理指導を事例も含め糾介した   

いと思う。  

上   
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「地域医療連携」～他職種との連携の始め方～  

訪問者透ステーションいちいの杜 所長 宇田川国男  

（り現在まで提言された報告書から  

1〉「新たな訴誰のあり方に関する検討会」報告井  判戊ユ5年3月2411  

2 看護恥等の専門性を盲J川＝ノたf［宅医墟の推進 のり】に  

また、適切な在宅l欠療を提供するためには、Ⅰ欠師、看護師、薬剤師等が、それぞれの専  

門牲をf■分に発揮しながら、相互の信頼Ⅷ係の卜に連排することがi†≒要である，  

と明記されています。  

さらに 具体的なケースとして  

（1）在宅がん末期患者の適切な痔稀碇利の推進の 墳口で 麻♯製剤に【対する共体楽が  

提起されています。搬濃製剤供給の裾こは 閲局時制以外の放こ偶の体制整備や不要  

になった時の廃棄の什ノノを徹底するよう善かれています。  

（2）在宅医療を推進するためのその他の関連諸制庇の見直しの 項目でさらに〔カとし  

て必要な機器衛生材判の供給体制の確保 池携の必要性が指摘されています⊃  

2）「21世紀初空削＝向けての在宅医擁について」 叩成15年  

（ノ霊）fi三宅患老－への在宅1無配文枝体制の整備  

この項目のlいで 基局の役湖が述べられています。  

電子処方箋等の清川  

（2）在宅医療の連携の現状  

1）訪問者誰STと薫局（薬剤紬）との辿携  

STが什事をするのには、i藩」天からの棉示昏が不可欠 指ホ昏の小に投与一小の薬剤の用量・   

用法の牌があり、記入されています‖ 処方箋は、病院（院内もあり）、医院問わず処方箋   

が交付され、薬局で調剤きれ 利川者のもとに行きますが、n分で行ける方ほ御「l分で、訪   

聞診嫌を受けている利用削ま、配達が多いようですが、それぞれ、門1i糎）調剤薬局で収り扱   

う穐会が多いと思われます．ノ すると 連挑は極′トさい範囲でとなります，現状では、これ以   

上迅推は難しい。  

Lかし、報告書では、もう少し広い範囲を臼指Lているようです。そこにまだ、課揖が多   

く見え隠れしていると思われます．，  

糖尿病の患者が増加し 自己注射を尖施されている利川者も多いですが、華人1iで針を回収   

することが、徹底せずずさんな管理か硯尖としてあり、医療廃棄物の問題も用ていますハ  

STとして、仕事をする卜で、利用占▲が何の薬を飲んでいるのか把促するのは当然なので、   

薬手帳や説明割ま不l】J欠ですが、まだその点でも十分と．思われませんし、問い合わせてもダ  

訪問看護の立場から  

訪問看喜彗ステーションいちいの杜所長  

宇田川 国男先生  
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r   

イレクトの返事虻して頂けるのか少ないとも開いています。連絡できる略問を惰灘交換する   

ことも今後必一家でしょうい また、薬剤帥さんの配達帖問ヤ迎に在社師の訪脚耶耶＝合わせて、   

同時に指導する車も今後烏多くしていぐ〟向性が必婁です。お印一語；）にきちんとした服薬指   

導をするのは、思った以上に人変です」市販薬を人吊に持っている刊川音が多いことも規り三   

にあります． 

（3）課詔軒夫のために   

11訪l封】管理指導を址携して行う  j邑院時計両に眼柴指導も盛り込む し特に．針＆世帯、触  

居老ノ＼．〉   

2）高齢者ヤご豪放、介護削こ十分理解していただき、間違えなく服薬（性別含ゾ）1Lて■頂  

くlけ腰の葉や他の葉との放み合れせを別封何に混判してもらう   

ニi‡担、11甘会議への川怖   剰．．う（他の藁刃との連挽）の両税を越えた姓携   

4〉 甘了▲処方箋の有効活用   

51几適ツールの作攻   

ヒにかく 戯をあわせる努力をお互いにすること  

（4）4月からの後期高齢者医療制度に移行して   

1）利川・榊）医昔軋れが進む心配 i穴打に子J二かず、薬を減らし。，＿．‥ 輩を溜め込み  

症状が悪い時のみ肌髄するロ川巨什がありますし．  

薬剤師さん繍心の心使いが必畿  あれ 楽が切れているはずだけどつ  

各ポジシ；lンで1■汚報を把握しておく必要かさらに求められるのか？  

仙人帖鞘との問題をどうクリヤするか？ ツールを作成するにしても   

2〉】勅掛先頭モ物を柁りにいってくれますか？  

紫のことは何でも相談できましか？：丸軒に記潤してくれ王すか？  

（5）まとめ  

他のスナーシ三Iン所長に聞いてもケまで、あまりにも関係が構築でき－こ▼いなかった現状が   

わかりました】．／卜後は梢報交換を輯椒rl勺に行い お互いの業務を理解しあいましこう！  

」竺三塁芸川国男狐  

1Rメ］bb年二3戸≡ 郁、7尤三沢看護中門字校瑳  

′り1達」モ綿抑神経センター武蔵簸綜  

」折二！5R年7f弓 都立叫経巧院  

平成12汀斗口 床療法人手l珂新緑念十‖訪㌍扁託ステーションわ舟ば  

平尾14年1．1ラ   仁l斬艮  

辛■宕ミ1甘±′1．ヒ 』食込ノ、手l巨埴．享∋ご芸．らh÷缶∪雲■／くテー㍉「ソ．．′1L｝・リ・．：別二  

甥年に〒る  （杜）東京都宰剤師会  

東京都薬剤師会北多摩支部  ーl一一一一・－－－－－11，▲－、・・・・－－一・・－▲  
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